
 _1  令和元年 冬 

冬
支
度
を
前
に
、
9
月
に
発
生
し
た
台
風
１５
号
と
１９
号
の

被
害
は
、
千
葉
県
を
は
じ
め
、
関
東
・
甲
信
・
東
北
な
ど
各
地

で
い
ま
だ
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
の
災
害
で
被
災
さ
れ
た

方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も

早
い
復
興
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
の
備
え
が

大
切
で
す
。 

避
難
場
所
や
避
難
方
法
、
避
難
時
の
持
出
品
。
自
宅
に
お
け

る
備
蓄
品
な
ど
。
定
期
的
な
確
認
が
必
要
で
す
ね
。 

当
事
業
所
に
お
い
て
も
、
定
期
的
に
災
害
対
応
や
緊
急
時
対

応
の
ス
タ
ッ
フ
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
不
安
な
こ
と
や
、

不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
担
当
ス
タ
ッ
フ
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

さ
て
、
今
回
の
エ
メ
ラ
ル
ド
通
信
は
、

キ
ャ
ン
セ
ル
時
の
注
意
事
項
の
ご
案
内
や

窓
口
休
業
の
お
知
ら
せ
、
皆
様
か
ら
の
作

品
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。 是

非
、
お
手
に
取
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

急
な
用
事
や
体
調
不
良
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事

情
に
よ
り
予
定
し
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
キ
ャ
ン
セ
ル

す
る
場
合
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
際
、「
キ
ャ
ン
セ
ル
料
」
が
発
生
す
る
場
合
と
、
発
生

し
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
留
意
く
だ
さ
い
。 

契
約
時
の
重
要
事
項
説
明
の
際
に
も
ご
案
内
し
た
通
り
、

キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
発
生
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
と
な
り
ま
す
。 

何
卒
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の

ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

尚
、
発
生
す
る
キ
ャ
ン
セ
ル

料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
予
定
し

て
い
た
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
金
額

が
異
な
り
ま
す
。 

詳
細
は
、
お
手
元
の
「
重
要

事
項
説
明
書
」
を
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
訪
問
介
護
ス
タ
ッ
フ

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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キャンセル料なし 

ご利用日の前営業日

の１６時までにご連絡

いただいた場合 

キャンセル料あり 

ご利用日の前営業日

の１６時までにご連絡

がなかった場合 

キ
ャ
ン
セ
ル
時
の 

留
意
事
項
に
つ
い
て 

窓口休業のお知らせ 

年末年始の窓口営業は下記の通りです。予定の変更などは、お早めにご連絡ください。 

令和元年１２月２８日（土）～令和２年１月５日（日） 

［訪問介護部］   ［相談支援部］ 
０４７－３５１－４１４０  ０４７－３５１－４１５５ 

≪受付時間≫平日 9：００～１７：００ 
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皆さまからご提供された作品を豆知識と共にご紹介いたします。 

どうぞ、ごゆっくりとお楽しみください。 

1つ目の作品は、フランス刺繍で作成した掛け軸です。 

ご利用者様の奥様が、フランス刺繍の先生になられて

から作られた作品とのことです。 

水辺に咲くアヤメのそばに、2 羽の白い水鳥が刺しゅ

うされています。 

黄色く細いくちばし、長い首と足。この水鳥は、白鷺

でしょうか。 

水鳥の羽やアヤメの葉にかかるグラデーションなど、

１つ１つとても細かく丁寧に作られた素敵な作品です。 

利用者：O 様提供 

今回の作品に登場する水鳥を調べていたところ、

実は「シラサギ」という鳥は存在しないことを知り

ました。 

どうやら、身体の白いサギをまとめて「シラサギ」

と呼んでいるようで、大きさや細かな特徴の違いで、

本来は別の呼び名が個々にあるそうです。 

残念ながら野鳥に詳しくない筆者は、作中の 2 羽

を「シラサギ」と呼ぶことしかできませんでした。 

2つ目の作品は、PP バンドで作った犬の人形です。 

顔と耳、しっぽの部分は白いバンド、体の部分は緑の

バンドで作られています。 

まん丸の目と鼻、赤い舌をペロッと出している表情と、

先をくるりと丸めたしっぽが可愛らしいです。 

以前もＰＰバンドの作品を紹介しましたが、従来の使

い方とは違う発想で何かを作るって楽しいですね♪ 

利用者：Ｙ様提供 

 

PP バンドは本来荷造りで使われますが、カッターな

どがなくても手で簡単に外す方法をご存知ですか？ 

バンドが接着されている部分を裏返すと、少し余分な

バンドが残っています。その余分なバンドを引っ張れば、

簡単に剥がすことができ、あとは手で千切ることができ

ます。 

ただ、バンドで手を切ってしまわないようにご注意く

ださいね。 
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日常の「クスッ」となること「ビックリ！」したこと「ホッコリ」すること。 

利用者様とスタッフが自由に交流できる投稿コーナーです。 

私はエメラルドサポートでお世話になり、早や 4 年目になり

ます。 

浦安は、まっすぐ伸びた道路にヤシの木が並び、アメリカ西海岸サンタモ

ニカを思わせるステキな街です。また、私が交通手段で利用している「おさんぽバス」に乗

車した際も、乗客が「ありがとうございました」と言って降りられる姿を見て、以前暮らし

ていた横浜ではなかった事だといつも感心させられます。 

中でも、小さなお子様（未就学児）の「ありがとうございまちた！」は、

思わずホッコリさせられるひと時です。  訪問介護部：豊山 ケイ子 

 

【サンタさんいつまでも】 

サンタさんは小さいときにしか来ない。 

大きな袋にたくさんの子供たちのプレゼントを詰めて、空をトナカイが引くそりで飛ん

でくる。 

私の小さい頃、母とおばあちゃんが、「今日はサンタさんが来る日だから煙突をきれい

にお掃除してるのよ。」と言いながら竹の先に大きな綿をくるんだ丸い物ですすを掃除し

てくれていた。 

私はそれを見ながら不思議に思っていた。あんなに大きな袋を担いだ太ったサンタさん

が入るにはあまりにも小さい煙突だったから「ここは煙突が小さいので入れない。」と素

通りされたら大変だ。 

しかし、サンタさんは私の家を通り過ぎることなく枕元にお菓子や絵本、ぬいぐるみや

ピアノのおもちゃなどを置いて行ってくれた。 

兄弟三人、枕元にお父さんの大きな靴下を置いて寝た。翌朝、まだ暗いうちに目を覚ま

し、枕元に手を伸ばした時の、「カサ・カサ」という音に胸をときめかせて飛び起きてい

たころが懐かしい。 

どうか、このようなシーンが小さな子供たちに永遠に続きますように。 

 

エメラルドサポート(株)代表取締役 佐藤 尚美 

 


